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繊維工業

一般的に染色は「染め」「乾燥」「固着」「洗浄」の工程を

踏む。このうち、染めた色を布に定着させる「固着」は製

品の品質を左右する重要な工程である。当社が採用し

ている「乾熱固着」は、「ベーキングボックス」と呼ばれる

伝統を守る染物屋の技術を現代に活かす
染色過程の短縮化によって実現した新規事業への取り組み
染めた色を生地に定着させる「固着」という工程を、「乾熱固着」から生産量増加が可能とな
る「蒸熱固着」に移行。新型ボイラ及び自動洗浄機を導入したことで作業効率も大幅アッ
プ。これによって品質向上及び、生産量の増加、新商品開発の強化、販路拡大を狙う。

「新型ボイラ」及び「自動水洗機」の導入で 
作業効率化の大幅アップに成功 

色を定着させる処理方法「蒸熱固着」への移行に伴った「蒸し箱」の導入 

リードタイムの短縮によって可能となった 
新規事業への取り組み 

100年続く老舗染物屋の徹底した自社一貫生産。 
職人たちのあくなき挑戦と細やかな対応力 

当社は大正８年に創業し、まもなく100周年を迎え

る染物屋である。着物の染色から始まり、やがて半纏

（はんてん）や風呂敷、神社仏閣の門幕などの「印染め」

を主たる事業とし、日本の祭りを支える染物製品を提

供してきた。近年は自社ブランド「こはば」を立ち上げ、

手ぬぐい、バッグ、コースターなどを商品化するととも

に、インターネットショップを開設し、時代のニーズに

対応した商品展開を行っている。

自社一貫生産を強みとする当社では、デザイン制作

から手捺染（てなっせん）、引染め、藍染などの染色、さ

らには縫製までを行なっている。100年積み上げてき

た経験値のもと、チャレンジ精神溢れる創造力豊かな

職人たちが多くのお客様のこだわりを実現した。2015

年には「藍染刺子ジャケット」などのオリジナル製品が

経済産業省「The Wonder 500」世界に誇れる日本の逸

品500選に認定されたことを機に、新商品の開発や販

路拡大を決意し、生産効率と品質向上を目指し、生産体

制の整備に着手した。

蒸熱固着によって染め色が定着した生地は、次の工

程である「洗浄」によって余分な染料を洗い落としてい

く。洗浄に必要な85度の湯を沸かすには、従来のボイ

ラ（100kg/h）では約90分を要し、その間の作業が止

まってしまう問題があった。また、洗浄は全て手洗いで

行なっていることから、１回あたり半纏９着の洗浄に３

時間もかかっていた。これらの問題を解決するため、最

大500kg/hの新型ボイラと自動水洗機を導入した。こ

れにより、85度のお湯は10分で生成することができ、

かつ、自動洗浄機によって１回あたり15着の洗浄を２

時間で実施可能となった。

当社の「藍染刺子ジャケット」は1着の生産に約１カ

月を要することから、納品まで1年近くかかる状況にあ

る。新設備導入によって作業工程のリードタイムが大

幅に短縮されたことで生産量を増加することが可能と

なった。同時に顧客から要望が強い販売価格の引き下

げにも対応することができる。

日本古来の染めの技術と和服のあり方を、現代の人々

が暮らしの中で楽しめるよう、変わらない技術を持っ

て提供することが当社の使命であり、取り組んでいく

課題である。今後はヨーロッパやアジアへの販路拡大

も視野に入れ、さらなる商品開発に力を注いでいく。

窯に入れ、熱風で色を定着させる手法である。しかし、

この手法では布の重なった部分に色ムラが出るため、

多くの布を重ねることができない。そのため一回に固

着処理できる生地の数量が手ぬぐいで100枚程度であ

る。作業効率化を図るには、蒸気で色を固着させる「蒸熱固着」への

移行が急務と考え、今回「蒸し箱」を導入した。乾熱固着との大きな

違いは、蒸気で加熱するため、生地の重なりに関係なく、ムラなく

染めた色を定着させることができる点にある。設備導入で実現可

能となった効果を比較すると、１日（８時間）の処理量が乾熱固着の

場合には1665枚だったものが、蒸熱固着では6000枚と大幅な生

産量増加に成功した。

自社独自の染色技術を活用した新商品
の販路拡大と生産性向上
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自動洗浄機の導入により作業効率化に成功。

創造力の豊かな職人たちの手によって創り出される染物製品。

固着の手法である「蒸熱固
着」を可能とする「蒸し箱」。
これにより生産量の増加
が可能に。

国内外より高い評
価を得ている「藍染
刺子ジャケット」。
本事業による新設
備導入により、生産
量増加を目指す。




